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研究成果の概要（和文）： 

本研究では英語学習者が継続的なオンライン学習を行うことができる、自己調整学習支援機能
を適正処遇、社会的支援・認知的支援の観点から行う、オンライン英語学習環境を構築し、評
価を行った。社会的支援では「井の中の蛙」効果を援用した協調学習システムの開発を行った。
適正処遇の観点では、学習者の文脈に合わせて適正処遇を行うための学習支援技術として、協
調フィルタリング技術に着目した。協調フィルタリング技術を用いたオンライン英語学習環境
の運用実践データを分析することで、オンライン英語学習環境における適性処遇の支援技術と
しての協調フィルタリング技術の可能性を検討した。社会的・認知的支援については「井の中
の蛙」効果と学習における認知学習方略機能の開発を行った。「井の中の蛙」効果とは学業的自
己概念を活用した効果である。学業的自己概念は人が自分自身に抱く学業的能力の自己知識・
自己像であるが、それは自身が所属するクラス等のグループメンバーの能力との社会的比較に
よって肯定的にも否定的にも形成される。社会的比較によってもたらされる学業的自己概念の
効果のことを「井の中の蛙」効果と言う。認知的支援では、線引き、引いた線の上にコメント
を添付するアノテーション機能、コメントしたいマーカー部分の関連づけを行うといった認知
的方略の支援機能を開発した。以上を評価した結果、協調フィルタリングについては興味・関
心という観点から学習者に適合度の高い英語学習教材を推薦することは、必ず高い直接的な学
習効果をもたらすとは言いがたい。また、学習の負担感の軽減につながるとも言いがたい。し
かしながら、興味・関心という観点から学習者に適合性の高い英語学習教材を推薦することは、
学習方法の理解という点でポジティブな効果をもつ可能性があることが示された。社会的支
援・認知的支援については、認知的学習方略について効果が多少見られたものの、社会的支援
については有意な結果が見られなかった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This study aims to develop online English learning system with the functions of 
Aptitude Treatment Interaction (ATI), social support, and cognitive support and 
evaluate this system. For ATI, we developed collaborative filtering system for the 
recommendation. In analysis phase, we considered the effects of collaborative filtering 
as ATI support technology on online English learning system through the analysis of 
the practice data of this system. For social support and cognitive learning function, we 
developed the collaborative system with the consideration of “split-little-pond” effect. 
“Split-little-pond” effect is one of academic self-concept. Academic self-concept is 
self-knowledge or self-concept about academic skill or ability. Academic self-concept is 
formed negatively or positively by social comparison such as the comparison with test 
score of their classmates. “Split-little-pond” effect means academic self-concept formed 
by social comparison mentioned above. This system allows learners to use cognitive 
learning strategies such as marking and annotation. The results show that 
collaborative filtering seems to have direct effect on learning. However, collaborative 
filtering has positive effect on learner’s understanding of learning strategies by the 
recommendation based on learner’s interest in the content of English reading. For 
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social and cognitive support, this system seems to be effective on the promotion of the 
use of cognitive learning strategies, but the significant effect on social support was not 
confirmed in this study. 
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１．研究開始当初の背景 

 インターネット利用の日常化に伴い、英語
教育において様々なオンライン学習環境が
提供されている。しかしながら、多くのオン
ライン学習環境は、自分で学習計画を立て学
習を進めていくことのできる自己調整学習
者であることを前提としている。逆を言えば、
自己調整学習ができない英語学習者はオン
ライン学習環境では学習を継続できないこ
とが多く、学習効果は限定的なものとなる。 

 オンライン英語学習環境における自己調
整学習支援には 3つの課題がある。認知学習
方略の観点からの支援、動機付けの観点から
の支援、社会的支援の 3つに関する問題であ
る。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、英語学習者が継続的なオ
ンライン学習を行うことのできる、自己調整
学習支援機能を備えたオンライン英語学習
環境を構築し、評価することである。 

 具体的には以下の 3つの研究課題を立てた。
(1)学習者の文脈に合わせて適正処遇を行う
支援技術を検討する、(2)認知学習方略に仕様
を支援する学習環境を検討する、 (3)学習者
間の学習フィードバック促進のために、学習
者に適した人的ネットワーク形成の支援技
術を検討する。 

 

３．研究の方法 

 上記の 3 つの研究課題を達成するために、
次の形で研究を実施した。 
(1) 学習者の文脈に合わせて適正処遇を行う

ための学習支援技術として、協調フィル
タリング技術に着目した。協調フィルタ
リング技術を用いたオンライン英語学習

環境の運用実践データを分析することで、
オンライン英語学習環境における適性処
遇の支援技術としての協調フィルタリン
グ技術の可能性を検討した。 

(2) オンライン英語学習における認知学習方
略支援機能として、文章教材に対する下
線引きに着目し、機能設計と実装を行っ
た。 

(3) 自己調整学習支援の観点から、学習者に
適した人的ネットワーク形成を支援する
ために、「井の中の蛙」効果に着目した。
「井の中の蛙」効果と社会的比較を理論
的背景として、学習者に適した社会的学
習環境を提供するオンライン英語学習環
境を設計・開発した。また、開発したオ
ンライン英語学習環境を実験的に運用し、
その効果の検討を行った。 

 
４．研究成果 
研究の方法(1)(2)(3)に対応させる形で研究
成果を述べる。 
 
(1) 協調フィルタリングによるオンライン学

習環境の効果について 
被験者は英文法の学習を一通り済ませた学
習者として大学生を対象とし、本研究の協力
企業を通じて 223 名の大学生を集めた。223

名のうち、91名が協調フィルタリングを起動
させるために毎日英語のニュース記事を読
み、評価のみを行った。そのため本評価にお
ける評価対象データは132名のデータである。
被験者の英語習熟度は短い英文を読むこと
すら困難さを感じるほどの低レベルから英
語教育そのものを学習してきた高レベルま
で様々であった。 

 手続きとして、被験者 132名は自発的に本



システムを使って１ヶ月間学習してもらう
よう依頼された。最初に、132 名の被験者は
英語学習に対するスキル・コストやユーザビ
リティーに関する質問紙を回答し、その後、
適切な語彙支援レベルを測るために JACET

テストを受験した。この JACET テストの結
果で、システム上で意味表示をする単語が決
定される。それぞれの被験者は好きな時にシ
ステムにアクセスし、学習を行うように指示
された。今回の評価実験では被験者と実験者
は一度も対面で会うことはないため、システ
ムのオンラインヘルプにより、システムの利
用方法について説明を行った。１ヶ月後，再
び質問紙とテストを受講してもらうように
依頼された。また協調フィルタリングを動作
させるために被験者とは別に 91 名の大学生
に 1日 3つ以上のニュースに対して興味の評
価点をつけてもらった。その評価期間も 1ヶ
月間であった。91名のデータについてはシス
テムの評価データとして分析対象外とした。 
 収集したデータは英語学習スキル認知・コ
スト認知の 2つのデータと語彙テストのスコ
アである。スキル認知については塩谷(1995)、
コスト認知は久保(1999)を用いた。それぞれ
「よくあてはまる」「ややあてはまる」「どち
らともいえない」「あまりあてはまらない」
「全くあてはまらない」の５段階で評定を求
めて行った。８項目についての信頼性係数は
事前がα=.94、事後がα=.94 であった。事
前・事後ともに 8項目の 5段階評定値を単純
加算したものを英語学習スキル認知得点と
した。コスト認知も同様の処理を行った。た
だ、双方ともに授業をターゲットとして項目
となっていたため、授業や成績に関する部分
を削除した、それぞれ 8 項目、合計 16 項目
について調査を行った。コスト認知 8項目に
ついての信頼性係数は事前がα=.93、事後が
α=.95であった。事前・事後ともに 8項目の
5 段階評定値を単純加算したものを英語学習
コスト認知得点とした。 

132名中、質問紙の回答、テストのデータな
ど完全にすべてに回答したのは 44名であっ

た。英語学習スキル認知得点、英語学習コス
ト認知得点および JACET英単語テスト得点
の事前・事後の平均値および標準偏差を表１
に示す。事前得点と事後得点の平均値の比較
を行うと、英語学習スキル得点および
JACET英単語テスト得点に関しては、それ
ぞれ 5％水準でみて有意に事後得点の平均値
のほうが高かった。英語学習コスト認知得点
に関しては、事前得点と事後得点の平均値に
有意差はみとめられなかった。 

推薦の適合度がもたらす効果を検討するた
めに、重回帰分析による分析を行った。英語
学習スキル認知、英語学習コスト認知、およ
び英単語力に関して同様の分析を行った。こ
の分析では、事後得点を従属変数として、独
立変数に事前得点と推薦の適合度得点を一
括投入する分析モデルを用いた。この分析モ
デルを用いることで、事後得点の分散のうち、
事前得点では説明できない分散を推薦の適
合度得点が説明することができるのかを検
討することができる。英語学習スキル認知に
関する分析では、事前得点の偏回帰係数は
b=.73 (p<.01)、推薦の適合度得点の偏回帰
係数は b=.89 (p<.05)であった。本システム
利用者は推薦の適合度得点が高い程、事後の
英語学習スキル認知得点が有意に高いとい
う結果が得られた。つまり、本システムを使
用後、推薦されたニュースに対して推薦の適
合度が高いと認識している学習者ほど、英語
学習の方法がよりわかるようになったとい
う認識をもつ結果が示された。英語学習コス
ト認知に関する分析では、事前得点の偏回帰
係数は b=.73 (p<.01)、推薦の適合度得点の
偏回帰係数は b=.42 (n.s.)であった。事後の
学習コスト認知得点に対して、推薦の適合度
得点の有意な効果は認められなかった。 
JACET 英単語テストに関する分析では、事前
得点の偏回帰係数が b=.85 (p<.01)、推薦の
適合度得点の偏回帰係数は b=-.88 (n.s.)で
あった。事後の JACET 英単語テスト得点に対
して、推薦の適合度得点の有意な効果は認め
られなかった。 
 以上を整理すると、協調フィルタリング技
術を用いたオンライン英語学習環境の運用
実践データを分析することで、次の示唆が得
られたことになる。 
 まず、興味・関心という観点から学習者に
適合度の高い英語学習教材を推薦すること
は、必ずしも高い直接的な学習効果をもたら
すとは言いがたい。また、学習の負担感の軽
減につながるとも言いがたい。しかしながら、
興味・関心という観点から学習者に適合性の
高い英語学習教材を推薦することは、学習方
法の理解という点でポジティブな効果をも
つ可能性があることが示された。 
 
(2)(3)認知学習方略と社会的支援に関する

n=44 事前 事後 t 値 

英語学習スキル認

知得点 

21.43 23.11 2.05 

8.12 7.93 p<.05 

英語学習コスト認

知得点 

23.22 23.50 .37 

8.14 7.42 n.s. 

JACET 英単語テスト

得点 

44.52 47.65 2.99 

10.49 11.15 p<.01 

上段は平均値，下段は標準偏差 

表１ 事前・事後の統計量 



機能実装と効果検証 
・ 開発したシステムの特徴 
開発したシステムは「井の中の蛙」効果に基
づいた協調学習システムである。とある課題
について学習者間でコミュニケーションを
通じて、教え合い、学習していくことを意図
したシステムである。システム上で学習者が
テストを受け、その点数に基づいて、自動的
にグループ編成されるが、発言が見えるメン
バーの範囲が制限される。具体的には学習者
が 2位になる範囲で発言が見えるようになる。
つまり、5 人グループの場合、点数が使用す
る学習者を 2位として、1位、3〜5 位までの
学習者の発言のみを見せるようになってい
る。図 1にてグループ編成と発言が見える範
囲について示す。 
 

 
・ システムの構成・機能 
システムはテスト画面と協調学習画面から
なる. テスト終了後、協調学習画面へ遷移す
る。協調学習画面は課題提示部とチャット部
の 2 つから構成されている。図 2、3 にてシ
ステムのインターフェースを示す。 
 グループ編成・発言制限機能以外に開発し
た機能は下記 3つである。 
1.テスト機能 
2.アノテーション機能 
3.「ありがとう」メッセージ機能 
テスト機能はグループ編成・発言制限機能に
関わる、学習者の能力判定するための機能で
ある。テストの問題、正答、問題形式につい
ては csvファイルで管理できるようになって
おり、容易に変更が可能になっている。 
 アノテーション機能は課題となっている
文書内の任意の箇所に発言を関連づける機
能である。文書内の質問したい箇所にマーカ
ーで下線を引くと、質問記入欄が表示される。
質問を記入し終わり、投稿するとチャット部
に表示される。マウスポインターで質問され
ている下線をクリックすると、該当箇所に関

連づけされている質問やコメントのみを表
示される。また他の箇所に同じ質問をしたい
ケースも考えられる。その場合は既にチャッ
ト部に挙がっている質問と関連づけし、質問
を再利用することが可能となっている。また
質問が解決された場合は、解決ボタンを押す
ことで、チャットスレッドに「解決済み」と
表示される。 
 「ありがとう」メッセージ機能は、図 1で
説明しているように、発言が見える範囲外の
学習者から質問に対して回答を得ることが
考えられる。しかし、本システムでは「井の
中の蛙」効果を踏まえているため、非常に能
力が高い学習者からのコメントを表示しな
いようになっている。そのため、発言表示範
囲外の学習者で、質問に対して回答をしてく
れた学習者に対して、質問を行った学習者が
解決ボタンを押すことで、「ありがとうござ
いました」というメッセージが表示される。 
 
・ 評価実験 

本システムの評価実験は下記の通りに行
った。 
 評価実験概要 
 今回のシステム評価で用いた教材は英語
教材である。内容は旅行である。被験者 90
名であり、実験群、統制群 1、統制群 2 の 3
つの群に 30 人ずつ分けられた。被験者はシ
ステムの説明を受けた後、質問紙に回答した。
その後、テスト機能により現在の英語能力に
ついて測定を行った。実験群では図 1のよう
な形で、上位から 5名ずつの枠で、その枠内
2 位の学習者に対して「井の中の蛙」状態に
なるように処遇を行った。統制群 1について
は上位から 5名の枠で 1グループを作るプロ
セスは変わらないが、4 位に対して「井の中
の蛙」になるよう処遇を行った。統制群 2は
ランダムであり、テストスコアを用いてグル
ープ編成は行わなかった。 
 グループ編成がシステムによって行われ
た後、被験者は該当するグループにて、リー
ディング学習を行った。学習時間は 60 分で
あった。学習後、事後質問紙を回答するよう
に依頼された。 
 被験者は 90 名の大学生であり、TOEIC のス
コアを条件に公募した。具体的には TOEIC 450
点以下を 30 名、600 点から 735 点までを 30
名、820 点以上を 30 名集めた。点数のばらつ
きが本実験では重要になるため、それぞれの
得点区分から 10 名ずつを 1群とし、3つの得
点区分の被験者が入るようにした。 
・ 結果 

システムにおいて、統制群 1 について、
システム上でグループの処遇ができていな
いことがわかり、実験群と統制群２（ランダ
ム）の 2群で比較を行った。 

図 1 グループ編成発言が見える範囲 



実験
の結果、全体的に、自己効力感、自己概念の
変化、学習方略の変化において、事前事後の
比較において、差はなかったが、詳細に検討
を行うと、自己効力感においては、「私は英
語の学習内容を習得できると思う」、学習方
略については「英文を読むとき、いちいち新
しい言葉を辞書で調べない」については実験
群の方が事後で統計的有意に高くなった。 
また両群とも有意差が出た項目もあった。

「私は英語で書かれた Webページを読むこと
ができると思う」「私は英字新聞を読むこと
ができると思う」については両群とも有意に
事後に高くなった。一方、「英文を読むとき、
何がわかっていないのかはっきりさせる」に
ついては有意に事後の方が下がった。 
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